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ください 

10 月 16 日、神奈川県議会で 22 議案の採決が行

われ、日本共産党県議団は、県として海外カジノ IR

事業者に助成する議案などに反対をしました。 

正規雇用・県内雇用を要件にしない 

企業誘致施策に反対 
まず、企業誘致施策である「セレクト神奈川 NEXT」

についてです。これは、神奈川県に企業を呼び寄せ

るために税の優遇や助成を行うものです。しかし、

神奈川県は企業が立地するのに優位な要素が多く

あります。企業へのアンケートで神奈川への企業進

出の理由に補助金や税の優遇などは上位にのぼり

ません。また、他県では助成企業に対して正規雇用

数や県内雇用など要件を設けているところがあり

ますが、神奈川県では過去の誘致企業に関して、県

内雇用数を把握することなく、要件として正規雇用

も盛り込まず、県内雇用を努力義務とすらしていな

い点は県内雇用の活性化の視点からも問題ありで

す。税金の使い方として間違っています。 

カジノ業者にも助成 
さらに「セレクト神奈川 NEXT」では、統合型リゾ

ート施設 IR（カジノ）への誘致も想定内とされてい

ることがわかりました。横浜市民の多くが反対すカ

ジノ IR 事業者に税金があてられることなど到底賛

成できません。 

このほかに、空き家対策の名のもとこれまで住宅

だったものを不特定多数の方が利用する施設等に

転用する際、これまで耐火建築物にしなければなら

なかった建物の基準を緩和して、改修する必要をな

くす条例改正などは安全の視点から反対しました。

引き続き県議団と力を合わせて、いのちと暮らしを

守る県政実現にも力を尽くしたいと思います。 

消費税を５%に減税を！ 

共産党の国会質問が話題です。 

 
10 月 1 日より消費税 10％が強行され、中小企業

や住民の方から悲痛な声が寄せられています。そう

した中で、共産党は景気後退の大きな要因である消

費税の在り方を根本から見直す質問を国会で行っ

てきました。政府は、世代間の公平のために消費税

を社会保障財源として充てると説明してきました

が、世界では、負担の公平は高所得者と低所得者が

負担能力に応じて負担することを税における公平

と言っており、世代間の公平という詭弁で説明して

いるのは日本くらいのものです。 

高福祉の欧州では、高い付加価値税が課され社会

保障財源が賄われているかのような印象が持たれ

ていますが、実際には応能負担で行っています。消

費税増税が大企業・大金持ち減税に消えていたこと、

応能負担の原則をしっかりと適用していくことで

財源を確保していくことが何よりも求められます。

暮らしに希望をもたらす政治実現に向けて全力を

尽くします。 

県がカジノ事業者に助成？とんでもない！ 


